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第１４号
2017年10月１日

発行責任者

坂本哲治

編集責任者

串田信行

会員の拡大に手応えを

集
ま
り
楽
し
む
、
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
活
動

ＪＰ労組北陸地方退職者の会　第３回定期総会模様
（2017年７月23日 金沢市内）

　

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
方
退
職
者

の
会
（
坂
本
会
長
）
は
、
去
る

７
月
23
日
、
金
沢
市
で
連
協
代

表
24
名
、
地
方
幹
事
会
役
員
10

名
、
現
役
地
本
担
当
役
員
６
名

の
参
加
の
下
、
第
３
回
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
30
分
、
串
田
信

行
地
方
事
務
局
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
と
仮
議
長
の
任
務
に
よ
る

富
山
連
協
の
佐
伯
則
邦
代
表
を

議
長
に
選
出
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
地
方
総
会
、
坂
本
哲
治

地
方
会
長
に
よ
る
主
催
者
代
表

あ
い
さ
つ
（
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）、

牧
野
恭
英
地
方
執
行
委
員
長
、

中
央
幹
事
会
を
代
表
し
て
川
島

靖
副
会
長
に
よ
る
来
賓
あ
い
さ

つ
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
見

事
再
選
を
果
し
た
難
波
奨
二
参

議
院
議
員
か
ら
の
祝
文
メ
ッ

セ
ー
ジ
披
露
と
続
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
串
田
地
方
事
務

局
長
か
ら
一
年
間
の
活
動
を
振

り
返
っ
て
の
２
０
１
６
年
度
活

動
報
告
と
向
こ
う
一
年
間
の
活

動
計
画
案
に
つ
い
て
の
提
案
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
の
活

動
報
告
で
は
、
昨
年
の
参
議
院

選
挙
で
の
「
難
波
奨
二
」
を
再

選
出
来
た
こ
と
の
役
割
を
担
え

た
こ
と
、
会
員
の
拡
大
の
取
り

組
み
で
は
45
名
の
新
規
会
員
の

加
入
者
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で

組
織
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

た
こ
と
、
「
協
力
会
員
制
度
」

の
ス
タ
ー
ト
で
退
職
者
の
会
の

先
に
希
望
が
見
え
て
き
た
こ
と

な
ど
、
活
動
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
の
活
動
計
画

案
の
提
案
で
は
、
会
員
の
相
互

の
親
睦
と
交
流
を
は
か
る
活
動

の
推
進
や
会
員
の
拡
大
の
取
り

組
み
、
政
治
活
動
・
平
和
活
動
・

各
種
共
済
加
入
拡
大
の
取
り
組

み
、
会
報
の
発
行
な
ど
、
今
日

ま
で
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う

推
進
し
よ
う
と
の
提
案
内
容
で

し
た
。

　

今
年
度
提
案
の
中
で
特
徴
的

な
内
容
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

会
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

「
世
話
役
活
動
を
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
」
に
つ

い
て
考
究
す
る
と
言
う
内
容
で

し
た
。

　

総
会
で
は
、
全
体
の
質
疑
討

論
を
経
て
、
経
過
報
告
・
活
動

計
画
案
の
提
案
全
て
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
３
回
地
方
総
会
で
方
針
を
確
認

会
員
へ
の
世
話
役
活
動
を
具
現
化
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第３回地方総会議長の佐伯則邦支部代表

提案説明をする串田信行事務局長

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
を
す
る

　
　
　
　
　
　
坂
本
哲
治
会
長

　

私
た
ち
が
新
し
い
Ｊ
Ｐ
労
組

退
職
者
の
会
を
設
立
し
て
３
年

が
経
ち
、
地
方
組
織
、
各
連
協

組
織
、
10
支
部
の
結
成
を
し
「
会

員
の
交
流
と
親
睦
を
は
か
る
」

こ
と
を
主
目
的
と
し
て
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

　

私
は
４
年
目
の
活
動
に
向
け

て
、
直
面
す
る
４
点
に
つ
い
て

問
題
提
起
を
し
た
い
。

　

一
つ
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
の
組
織

第
３
回
地
方
総
会
会
長
あ
い
さ
つ
（
主
旨
）

世
話
役
活
動
の
具
現
化
を
考
究

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
方
退
職
者
の
会
会
長　

坂
本
哲
治

内
組
織
と
し
て
の
「
退
職
者
の

会
」
で
あ
り
、
郵
政
を
退
職
し

た
者
の
拠
り
所
と
し
て
組
合
員

の
方
々
の
退
職
後
の
受
け
皿
と

な
り
得
る
「
退
職
者
の
会
」
で

あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
現
退
一

体
と
な
っ
て
、
Ｊ
Ｐ
労
組
退
職

者
の
会
の
理
解
・
浸
透
に
努
め

て
行
き
た
い
。

　

第
二
に
、
退
職
者
の
会
の
組

織
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
触
れ
た
い
。

　

各
連
協
・
支
部
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
45
名
の
新
規
加
入
が

あ
り
、
死
亡
、
脱
会
に
よ
る
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
れ
た
。

　

今
後
も
現
退
一
体
で
の
会
員

の
加
入
に
向
け
た
取
り
組
み
と

退
職
者
の
会
独
自
の
「
会
員
拡

大
」
の
取
り
組
み
の
継
続
展
開

を
推
進
し
て
い
く
。

　

第
三
に
、
昨
年
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
現
在
、
北
陸
に

お
け
る
協
力
会
員
は
２
０
３

名
。
協
力
会
員
の
方
々
が
退
職

者
の
会
の
協
力
会
員
で
あ
る
こ

と
の
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
の
現
退
一
体
で
の
対
応
が
急

務
で
あ
る
。
退
職
者
の
会
の
活

動
の
周
知
、
活
動
へ
の
参
加
呼

び
掛
け
な
ど
に
よ
っ
て
交
流
を

深
め
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

　

次
に
、
退
職
者
の
会
会
員
が

抱
え
て
い
る
悩
み
に
つ
い
て
考

え
て
見
た
い
。

　

あ
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

①
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
な
く
な
る
、
②
配
偶
者
と
の

離
別
、
③
家
族
が
健
康
を
崩
す
。

そ
の
介
護
が
出
来
な
く
な
る
、

④
収
入
が
減
少
す
る
（
生
活
が

苦
し
く
な
る
）、
⑤
体
調
を
崩

し
た
と
き
に
十
分
な
医
療
・
介

護
が
受
け
ら
れ
な
い
、
⑥
家
族
・

知
人
な
ど
と
疎
遠
に
な
り
、
孤

立
す
る
―
―
な
ど
の
不
安
を
抱

い
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
高
齢

者
の
不
安
は
「
健
康
、
お
金
、

孤
立
」
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
退
職
者
の
会
と
し

て
、
会
員
の
親
睦
と
交
流
に
合

わ
せ
て
「
生
涯
に
わ
た
り
会
員

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
相
談

な
ど
の
世
話
役
活
動
」
を
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
か
が
今
後
の

課
題
で
す
。

　

今
日
ま
で
、
会
報
の
紙
面
に

よ
る
「
質
問
に
答
え
て
」
や
現

役
と
一
体
と
な
っ
た
「
法
律
相

談
」
を
し
て
き
た
が
、
困
り
事

電
話
相
談
や
何
時
で
も
聞
い
て

あ
げ
ら
れ
る
体
制
な
ど
、
具
体

的
な
活
動
に
つ
い
て
考
究
し
た

い
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
退
職
者
の

会
役
員
が
「
謙
虚
な
気
持
ち
」

で
現
役
の
会
の
み
な
さ
ん
と
接

し
て
い
く
こ
と
に
心
が
け
、
地

方
・
連
協
・
支
部
で
役
員
相
互

の
交
流
を
い
っ
そ
う
深
め
る
機

会
を
作
っ
て
行
き
た
い
。
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第
１
回
地
方
幹
事
会
で

「
具
体
的
活
動
」
を
協
議

　

先
日
、
会
員
か
ら
「
顧
問
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
耳
に

し
た
が
、
退
職
者
の
会
会
員
で

も
利
用
し
て
も
良
い
の
か
、
ま

た
、
相
談
し
た
い
と
き
は
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

１　

顧
問
弁
護
士
と
は

　

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
方
本
部

は
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
お
よ

び
退
職
者
の
会
会
員
と
そ
の
家

族
の
法
律
に
関
わ
る
専
門
的
な

相
談
に
対
応
す
る
た
め
に
、
弁

護
士
と
の
顧
問
契
約
を
交
わ

し
、
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
を
し
て
い
る
顧
問
弁
護

士
は
、
菅
井
俊
明
弁
護
士
で
す
。

事
務
所
は

金
沢
市
尾
張
町
一
‐
二
‐
二

電
話
番
号
は

〇
七
六
‐
二
六
一
‐
六
五
五
四

で
す
。

２　

法
律
相
談
の
方
法

　

会
員
の
み
な
さ
ん
お
よ
び
ご

家
族
で
法
律
的
に
困
り
事
が
発

生
し
、
専
門
的
に
相
談
し
た
い

と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
菅
井
弁

護
士
事
務
所
へ
電
話
を
し
、「
Ｊ

Ｐ
労
組
退
職
者
の
会
会
員
で
あ

る
こ
と
と
氏
名
」
を
告
げ
て
、

相
談
時
間
の
予
約
を
す
る
と
と

も
に
事
務
所
を
訪
ね
て
相
談
す

る
か
電
話
で
相
談
す
る
か
の
希

望
を
告
げ
る
。

　

相
談
時
間
を
確
認
し
て
か
ら

弁
護
士
と
相
談
す
る
。

３　

相
談
時
間
等

　

顧
問
契
約
の
相
談
時
間
は
お

お
よ
そ
30
分
程
度
と
し
、
初
回

の
相
談
料
は
無
料
と
し
て
い

ま
す
。

４　

相
談
の
内
容
等

　

相
談
さ
れ
た
い
内
容
に
つ
い

て
は
特
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
法
律
に
関
わ
る
全
般

に
つ
い
て
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
菅
井
俊
明
弁
護
士
の

取
扱
い
分
野
は
、
借
地
・
借
家
、

借
金
・
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、

離
婚
・
親
権
・
男
女
問
題
、
遺
言
・

遺
産
相
続
、
高
齢
者
・
障
害
者

の
財
産
管
理
、
債
権
回
収
、
介

護
、
医
療
問
題
、
不
動
産
・
建
築
、

境
界
・
騒
音
・
そ
の
他
近
隣
関

係
の
紛
争
、
労
働
条
件
、
企
業

法
務
な
ど
で
す
。

　

ご
利
用
下
さ
い
。

「
会
員
か
ら
の
質
問
」

　
「
法
律
相
談
」の
利
用
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　

北
陸
地
方
幹
事
会
は
９
月
26

日
、
地
方
幹
事
会
役
員
お
よ
び

専
従
役
員
の
出
席
の
下
第
１
回

幹
事
会
を
開
催
し
、
２
０
１
７

年
度
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に

つ
い
て
協
議
し
全
体
の
意
識
統

一
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
①
会
員
拡
大

の
取
り
組
み
の
推
進
、
②
各
種

共
済
商
品
の
加
入
促
進
、
③
み

ら
い
研
会
員
の
加
入
促
進
、
④

年
間
４
回
の
会
報
の
発
行
―
―

な
ど
の
ほ
か
、
解
散
総
選
挙
に

お
け
る
Ｊ
Ｐ
労
組
が
推
薦
す
る

候
補
者
の
必
勝
の
取
り
組
み
、

次
期
参
議
院
選
挙
で
の
組
織
内

立
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
た
後

援
会
活
動
の
徹
底
に
つ
い
て
確

認
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
３
回
定
期
総
会
で

確
認
し
た
「
世
話
役
活
動
の
具

現
化
」
つ
い
て
も
議
論
し
、
世

話
役
活
動
は
支
部
が
主
体
的
に

対
応
す
る
も
の
の
、
相
談
窓
口

の
あ
り
方
や
専
門
的
な
相
談
体

制
の
確
立
に
向
け
て
は
現
退
一

体
の
中
で
早
急
に
構
築
す
る
方

向
で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
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